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奥
州
市
内
て
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク

（実
地
調
査
）

に
取
り
組
ん
だ
早
稲
田
大

学
公
共
経
営
大
学
院
の
院

生
９
人
は
９
日
本
市
役
所

本
庁
て
政
策
提
言
発
表
会

を
開
き
、
６
日
間
の
研
究

成
果
を
披
露
し
た
。
研
究

テ
ー
マ
は

「胆
沢
区
の
中

学
校
統
合
に
よ
る
旧
校
舎

（３
校
舎
）
の
利
活
用
」
。

２
班
に
分
か
れ
て
調
査
研

究
し
た
院
生
は

「廃
校
舎

な
ど
行
政
財
産
の
利
活
用

は
全
国
共
通
の
喫
緊
の
課

摩

な
ど
と
指
範

市
の

財
政
状
況
も
踏
ま
え
、
「官

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
必
要
性
を
説
い
た
。

発
表
会
に
は
市
議
や
市

職
果

体
賞

ゑ

開

人
が

来
場
ず
発
表
後
に
質
疑
応

答
も
行
わ
れ
た
。

一
最
初
に
発
表
し
た
班

は
、
人
口
減
少
や
交
付
税

の
減
額
を
踏
ま
え
、
「新

し
い
施
設
の
建
設
で
は
な

く
、
既
存
施
設
の
利
活
用

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

主
張
。
「官
民
協
回

の

視
点
か
ら
３
校
舎
の
活
用

法
を
検
討
し
た
。
　

ヽ

院
生
は

「３
校
舎
は
築

後
４０
年
近
く
た
ち
、
老
朽

化
し
て
い
る
が
、　
一
部
を

除
き
各
種
活
動
に
利
用
で

き
る
」
と
指
摘
。
南
都
田

中
に
つ
い
て
は
地
域

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
の
強
化
の

た
め
、
「地
区
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
移
設
、
拡
充
す

べ
き
」
と
提
言
し
た
。

小
山
中
に
関
し
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
の
活

性
化
を
促
す
拠
点
に
し
、

若
柳
中
は
交
流
や
防
愛
な

ど
四
つ
の
機
能
を
盛
り
込

ん
だ

「多
機
能
型
パ
ー
ク

ラ
ン
ド
」
と
し
て
利
用
す

る
な
ど
具
体
策
を
例
一奈

そ
れ
ぞ
れ
初
期
投
資
や
維

持
管
理
費
な
ど
事
業
試
算

も
示
し
た
。

院
生
は

「
一
人

一
人
が

幸
せ
で
あ
る
こ
と
を
今
ま

で
以
上
に
実
感
で
き
る
奥

州
市
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
市
民
と
行
政
が
手
と

手
を
携
え
、
知
恵
を
出
し

合
う
官
民
協
働
が
不
可

欠
」
と
結
ん
だ
。

院
生
に
よ
る
と
、
９２

（
平
成
４
）
年
度
か
ら
１１

年
度
ま
で
の
全
国
の
公
立

発表 後 の質 疑 に応 じる早 稲 田大 の 大学 院 生 ら

学
校
の
廃
校
事
例
は
６
８

３
４
件
ず
県
内
は
２
５
３

件
だ
っ
た
っ
市
町
村
合
併

や
少
子
化
な
ど
に
伴
い
い

公
立
小
中
学
校
の
統
廃
合

が
全
国
で
進
ん
て
い
る
と

い
一宅
　
一　
　
　
　
　
・

同
大
学
院
の
市
内
の

ア
イ
■
ル
ド
フ
ト
ク
は
４

年
連
続
。
社
会
人
を
含
む

院
生
９
人
と
指
導
教
員
２

人
が
奥
州
市
を
訪
れ
、
！今

月
４
日
か
ら
現
場
視
察
な

ど
を
進
め
て
い
た
。
一！

一

２
台
が
事
故
炎
上

一
時
通
行
止
め
に

水
沢
の
東
北
道

９
日
午
後
零
時
４５
分
む

ろ
、
水
沢
区
佐
倉
河
字
向

川
原
地
内
の
東
北
自
動
車

道
上
り
線
で
、
追
い
越
し

車
線
を
走
行
中
の
普
通
乗

用
車
が
単
独
で
路
肩
に
衝

突
。
反
動
で
走
行
車
線
の

大
型
ト
ラ

ツ
ク
と
衝
突

し
、
炎
上
し
た
。
火
は
約

４０
分
後
に
消
し
止
め
ら
れ

た
。こ

の
事
故
で
、
普
通
乗

用
車
に
同
乗
し
て
い
た
東

記
録
的
な
大
繭
で

付

支
過
機
関
に
乱
れ

県

気
象
庁
に
よ
る
と
い
９

母
昼
に
か
け
て
雫
石
町
て

■
時
間
に
約
■
０
０

リミ
の

猛
烈
な
雨
が
降
る
な
ど
、

盛
岡
地
域
と
花
北
地
域
で

観
測
史
上
最
大
の
雨
量
を

計
測
。記
録
的
な
大
雨
の
影

響
で
い秋
田
新
幹
練
盛
岡
―

秋
日
間
が
終
日
運
休
と

な
っ
た
ほ
か
、東
北
本
線
の

盛
岡
十

一
ノ
関
間
の
上
下

線
で
運
転
を
見
合
わ
せ
た
。

暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が

流
れ
込
み
大
気
の
状
態
が

非
常
に
不
安
定
に
な
つ
た

た
め
て
、
同
庁
は
同
日
午

後
零
時
半
に

「記
録
的
な

大
雨
に
関
す
る
着
手
県
気

象
情
報
」
を
発
令
。
河
川

の
増
水
、
氾
濫
、
激
し
い

突
風
な
ど
に
警
戒
を
呼
び

掛
け
た
。
奥
州
市
と
金
ケ

崎
町
も
北
上
川
の
増
水

・

氾
濫
に
備
え
た
。

たん手ぅ初Fi多留

一
石

づ
こ
買
さ
ん
」
を
目

指
し
た
。

◎
散
々
に
食
べ
て
後
か
ら
絶
滅
種

内
閣
の
二
番
目
に
居
た
と
ッ
ト
ラ
‐

電
気
ガ
ス
値
上
げ
値
上
げ
で
ね
を
ト

薄
命
で
な
い
女
房
で
あ
り
が
た
い

美
の
化
粧

一
途
に
信
じ
白
斑
症

原
発
に
勝
っ
て
円
形
腕
毛
症

旅
た
ち
は
草
鶴
は
か
さ
れ
高
級
車

読
み
違
い
教
養
邪
魔
と
父
が
言
う

遠
国
の
い
さ
か
い
物
価
を
押
し
上
ｐ

年
寄
り
が
育
て
た
孫
が
よ
く
育
ち

暑

ン

ン
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